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Ⅳ　倫理的配慮
記載例）
所属施設の倫理審査委員会の承認を得た。対象者には、研究目的、方法、参加の自由や途中辞退の権利、プライバシーの保護、学会発表の予定などについて、文書と口頭で説明し、同意書に署名を得た。
なお、本演題発表に関連して開示すべき利益相反関係にある企業等はない。
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